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新型コロナウイルス感染症対応
１．《注意喚起》ＦＡＸにより会員事業所に一斉送信

①令和２年２月２６日 新型コロナウイルス感染症対策本部における「感染が拡大する

事態に備えた総合的な基本方針」を踏まえ、改めて新型コロナ

感染症に係る関連情報を参照するとともに、職員間での情報の

共有化を図るよう注意喚起

②令和２年４月 ６日 「緊急事態宣言」を検討している旨の報道を踏まえ、利用者の

方や職員が新型コロナウイルスに感染した場合に備えて、予め

地方・地域における対応策を協議する場を設定するよう自治体、

当該地区医師会などに働きかける必要がある旨注意喚起

③令和２年４月１３日 東京都新型コロナウイルス感染症対策医療介護福祉サービス等

連携連絡会の協議を経て、公益社団法人東京都医師会等が

作成した「新型コロナウイルス感染症対策」「新型コロナ感染

疑い時の対応フロー及びチェックリスト」を協会ホームページに

掲載し、感染予防対策に活用するよう注意喚起
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２．感染症対策特別委員会

①令和２年３月 ４日 新型コロナウイルス感染症の拡大を踏まえ、理事会において

同委員会を設置。

②令和２年３月２３日 同委員会が、厚生労働省から発出された感染防止対策通知などの

ポイントを「感染防止対策」及び「感染が疑われる利用者が発生した

場合」として簡潔に取りまとめホームページに掲載。

③令和２年４月２８日 会員法人の新型コロナウイルス対策マニュアル ５例を

ホームページに掲載。

２

3．新型コロナウイルス対策に関する緊急ＷＥＢアンケート

令和２年３月１３日 ２月２７日～３月８日に実施したアンケート結果（１９１件）を

ホームページ掲載し、厚生労働省にも情報提供

調査項目：マスクなど衛生資材の在庫状況、家族の面会、

職員の出勤前の検温、発熱症状が見られる場合の対応等。
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４．グループホームにおける大きなクラスター発生事例（5／22現在報道調べ）

・全国で7カ所のグループホーム事業所で大きなクラスターが発生

（神奈川県４事業所、東京都1事業所、北海道1事業所、青森県1事業所）

・上記クラスター発生事業所のうち、2名の方が逝去

３

５．新型コロナウイルス感染症対応事例アンケート

令和２年５月２６日 広報・情報委員会は、各事業所で参考となる感染防止対策等の

工夫事例を機関誌「ゆったり」及びホームページで紹介するための

アンケートを実施中。

例）家族との面会や入居者の近況のお知らせ方法、食事やケアの提供方法、

事業運営や事業継続に係る工夫など
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６．「がんばろう 介護」応援メッセージ

令和２年５月８日 公益社団法人全国老人保健施設協会の呼びかけにより、５団体の

応援メッセージ動画をホームページに掲載。

公益社団法人 全国老人福祉施設協議会
公益社団法人 日本認知症グループホーム協会
一般社団法人 日本介護支援専門員協会
公益社団法人 日本介護福祉士会
公益社団法人 全国老人保健施設協会

７．面会制限の緩和について

令和２年５月１５日 各会員に対し、全国的に緊急事態宣言が解除されましたが、

オンライン面会などの実施により、引続き、感染拡大防止に

取り組んで頂くよう依頼。

一方、地域の流行状況等によっては、管轄の自治体とも

相談の頂き、十分な感染予防対策を講じた上で、徐々に

面会制限の緩和について検討頂くよう依頼。
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